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ボートレーサーの皆さまから頂いたご寄付は、ハンセン病回復者およびその子女に対する教育支援

に使われています。 

 

<2003 年度から 2014 年度まで> 

インド・ミャンマー・ネパール・中国・フィリピン・インドネシア・ベトナムの 7カ国で、 

延べ 5,287 人の小学生から大学生までの子ども達が学校に通うことが出来ました。 

国 人数 実施年次 支援額 

インド 2,590 2003-2005,2009-2013 \19,413,808 

ミャンマー 777 2003-2005 \2,739,200  

ネパール 460 2003-2005,2007-2009,2014 \3,685,567 

中国 923 2003-2005,2010-2012 \5,609,876 

フィリピン 462 2009-2014 \7,568,594 

インドネシア 50 2010,2013-2014 \2,924,693 

ベトナム 25 2011-2012,2014 \1,146,010 

計 5,287  \43,088,748 

 

<2015 年度> 

2014 年度にスタートしたインドネシア・ネパール・フィリピン・ベトナムの高等教育（1. 大学、2. 

就職に結びつく資格の取れる高等専門学校）を中心とした教育支援「日本ボートレーサー奨学金」

を通じて、総計 91 人が高等教育を受けることが出来ました。将来確実に就職ができ、回復者とその

子女が一般社会で力をつけることが可能な支援を目指し、2016 年度にも引き続きインドネシア、ネ

パール、ベトナムの 3か国の高等教育支援を実施します。 

 

国 人数 支援額 

インドネシア 13 人        ￥1,235,318 

ネパール 15 人        ￥1,093,319 

フィリピン 48 人        ￥2,654,026 

ベトナム 15 人          ￥811,461 

計 91 人        ￥5,794,124 

 

 

  

選手会口 ～ボートレーサーの皆さまからのご寄附～ 
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<2015 年度 支援詳細> 

インドネシア  

・東ジャワ州、東ヌサ・トゥンガラ州、南スラウェシ州の大学生、専門学校生、看護学生含め、合計

17 人の回復者とその子女への高等教育を支援しました。 

第 4次教育支援 （2014 年 10 月承認） 

支援実施予定年度 2014-2017 

2015 年度支援額 \1,235,318 

2016-2017 年度支援予定額 \2,000,000 

 

ネパール 

・ダヌシャ郡、マホタリ郡、サラヒ郡、シンドゥリ郡のハンセン病回復者及びその子女で医療補助

師養成コース（15 カ月）、補助看護助産師養成コース（18 か月）医療研究技術者養成コースに通う

合計 15 人を支援しました。 

第 4次教育支援 （2014 年 10 月承認） 

支援実施予定年度 2014-2017 

2015 年度支援額 \1,093,319 

2016-2017 年度支援予定額 \1,600,000 

 

フィリピン 

・8 療養所（クリオン療養所、Dr ホセ・ロドリゲス記念病院、エバース

レイ・チャイルズ療養所、ビコール療養所、西ヴィサヤ療養所、ミンダ

ナオ中央療養所、スールー療養所、コタバト療養所）周辺で暮らす回復

者ならびにその子女に対して、特に大学の学費が高くなり中退率が上昇

する 3年生以降と、資格取得後に就職に結びつきやすい 1～2年の職業技

能訓練を中心とした支援を行っています。2015 年度は合計 48 人の支援

を行いました。 

 

 

 

 

 

 

ベトナム 

・定着村に住む回復者の子女 15 人に対する高等教育支援（ビジネス経営、

情報テクノロジー、医学、理学療法など）を行いました。 

 

 

 

 

第 4 次教育支援 （2014 年 10 月承認） 

支援実施予定年度 2014-2015 

2015 年度支援額 \2,654,026 

2016 年度支援予定額 \0 

第 4 次教育支援 （2014 年 10 月承認） 

支援実施予定年度 2014-2017 

2015 年度支援額 \811,461 

2016-2017 年度支援予定額 \1,600,000 
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＊Kaushila Shrestha（コーシラ シュレッサ）さん＊ 

 

コーシラは 24 歳です。ネパールのマホタリ地

方、ゴーシャラに住んでいます。コーシラは

ハンセン病患者で、2人の子供がいます。2年

前、彼女の夫は携帯電話を充電している際に

感電して亡くなりました。このため、コーシ

ラは彼女の父親を頼って暮らすことになりま

したが、彼の稼ぎはあまりにも少なく、コー

シラ親子まで養う余裕はとてもありませんで

した。そこで生活のために働かねばと考えた

コーシラは、医療機関の検査技師アシスタン

トとして働くための専門的なトレーニングを受けることを強く望むようになり

ました。そんなときに日本ボートレーサー奨学金による高等教育支援制度があ

ることを知り、申し込みをしたところ、見事給付されることになりました。 こ

うして、ラルガールハンセン病センター（LLSC）におけるトレーニングコース

にて専門的な知識やスキルの習得のために励む日々が始まりました。芯が強く、

何事にも情熱をもって積極的にチャレンジしていくコーシラは、初めての学期

末試験では非常に優秀な成績を収めました。コーシラが学んだことは、血液検

体採取やブドウ糖不可試験、HIV や AIDS 等の総リンパ球数検査など、さまざま

な病理検査の方法です。こうしてコーシラはどんどん自信をつけ、将来は働き

ながら父親をも助けて家族で幸せに暮らしたい、という希望を持てるようにな

りました。今まで描くことが叶わなかった未来を可能にしてくれた日本ボート

レーサー奨学金制度には心から感謝しています。 

 

 

 

<2002 年度～2015 年度 選手会口 収支報告書> 

 ご寄付額 支出額 支出予定額 残額 

（予定） 

第 1次支援分（2002 年) 

+ネパール追加 3年支援

分 

\15,310,000 \14,952,585 - \357,415 

第 2 次支援分（2008 年） \12,585,965 \11,947,129 - \638,836 

第 3 次支援分（2010 年） \11,908,005 \10,663,364 - \1,244,641 

第 4 次支援分（2014 年） \15,000,000 \11,319,794 \5,200,000 -1,519,794* 

合計 \54,803,970 ¥ 48,882,872 ¥5,200,000 ¥721,098 

*第 4 次支援分は、現地レート変動等の影響により、支出額がご寄付額を上回る見込みがあります。 
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<2002 年度から 2014 年度> 

中国、インド、ネパール、ミャンマー、フィリピン、ベトナム、インドネシア、ガーナ、ナイジェ

リアで、ハンセン病制圧活動、生活環境改善、回復者の経済的・社会的自立をめざした活動、教育

の支援をすることができました。 

 

<2015 年度>   支援総額 ￥11,450,925 

インド、インドネシア、ネパール、中国、フィリピンの 5カ国で、ワークキャンプへの支援を含む

生活環境向上のための支援や、経済自立支援・台風被害への支援を行いました。 

 

＊生活環境向上支援＊  \ 359,713 

インド ワークキャンプ 1回（ごみ箱整備などのクリーンプロジェクト実施） 

インドネシア  ワークキャンプ 1回（公衆浴場改修、道路状況改善、啓発活動など） 

 

＊経済自立支援＊  \ 2,544,253 

中国 広東省と雲南省の回復者村に住む 260 人対象の蜂蜜生産・販売支援 

 

＊その他＊  \8,546,959 

フィリピン   救急船 Sea Ambulance の供与（必要部品の補充、燃料費、人件費）  

 ネパール   ネパール東部大地震緊急支援（ハンセン病回復者とその家族 100 世帯）   

 

 

 

 

チャリティオークション他口 
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<2015 年度 支援詳細> 

＊生活環境向上支援＊ 2015 年度支援総額 \ 359,713 

インド 

第 7回委員会（2014 年 10 月承認） 

支援詳細 ウェストベンガル州マニプールハンセン病コロニーにて、インドワークキャンプ団体”

Namaste!”によるワークキャンプの実施（9月上旬）。ごみ箱やごみ収集場の設置、ご

み拾い大会、啓発集会、管理組織の立ち上げなどを通じ、子供も大人も参加できるクリ

ーンプロジェクトを実施した。 

支援額 \200,000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ごみ収集場の設置              

 

 

 

    

 

 

 

 

                            子供たちを誘ってのゴミ拾い大会                  

 

 

 

 

 

 

     ごみ拾いをテーマにした劇の上演 
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インドネシア 

第 7回委員会（2014 年 10 月承認）  

支援詳細 東ジャワ州ンガンゲットハンセン病回復者定着村にて、インドネシアワークキャ

ンプ団体 Leprosy Care Community によるワークキャンプ実施（8月中旬） 

公衆浴場の修繕、道路の修復などを行い、ワークキャンプ後には啓発活動として

インドネシアの 3都市において活動内容を伝えるため写真展を開催した。 

支援額 \ 159,713 

   

         
以前の公衆浴場（スーパー銭湯？）            修繕後の浴場     

 

        

以前の村の道路                  修復後の道路 

 

 写真展の開催 



7 

 

＊経済自立支援＊ 2015 年度支援総額 \ 2,544,253  

中国 

第 7回委員会（2014 年 10 月承認） 

支援詳細 広東省と雲南省の回復者村に住む 260 人対象の蜂蜜生産・販売支援 

支援額 \ 2,544,253 

           

           養蜂家のチェンさん             蜂蜜の瓶詰め完了 

＊その他支援＊ 2015 年度支援総額 \ 8,546,959   

フィリピン 

第 6回委員会（2013 年 12 月変更承認） 

支援詳細 救急船 Sea Ambulance の供与（必要部品の補充、燃料費、人件費のサポート）  

支援額 \6,721,379  

 

              完成したクリオン救急船 
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ネパール 

第 7回委員会（2014 年 10 月承認） 

支援詳細 ネパール東部大地震緊急支援（被害の大きかった震源地近辺 5郡のハンセン病患

者・回復者とその家族 100 世帯に対してボートレースチャリティ基金から 1世帯

当たり 16,000 円程の支援金供与） 

支援額 \1,825,580  
 

     

ハンセン病回復者団体 IDEA ネパールが支援金を届けている様子 

 

 

<2016 年度チャリティオークション他口 事業実施状況> 

2016 年度は、2014 年度の委員会でご承認頂きました資金から、以下の支援を実施しています。 

<第 7回委員会承認 回復者支援（850 万円） 

実施国 事業概要 予算 

インド ワークキャンプによる井戸・ハンドポンプの設置、家屋修繕など ¥400,000  

インドネシア ワークキャンプによる排水設備設置、堤防・貯水池建設など ¥123,725  

中国 回復者の社会統合と経済発展事業 ¥2,500,000  

 合計支出予定額 ￥3,023,725 
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＊ネパール大地震緊急支援フォローアップ調査レポート＊ 

 

2015 年 4 月のネパール大震災後、ボートレースチャリティ基金からの緊

急支援として震源地近辺 5郡に住むハンセン病患者、回復者とその家族

100 世帯に対し、世帯ごとに 16,000 円ほどの支援金を供与しました。あれ

から 1年がたち、当財団では現地調査を行いました。 

地震で被害のあった地域は、四方を山に囲まれたアクセスの困難な所で、

その山の中腹に人々は点々と暮らしています。今回はダディン群の 6名の支

援金受給者に支援金の使途について聞きました。6人全員が支援金を仮設小

屋の建築に充て、残ったお金を食糧や洋服、トイレ設置に使用しました。そ

の全員が今現在もこの仮設小屋に住んでいるのですが、資金不足のため、も

ともとの煉瓦の家を再建する見込みはないそうです。この地域で乾季（10-

5 月）に問題なのは、水です。山間部では各家庭に水道設備があることは極

めてまれで、清潔な水どころか、雨水を溜められるタンクを増やすだけでも、

遠い公共の水汲み場まで行かなくてもするとのことでした。今後被災地域で

の水不足への対応が望まれています。 

 

    

被災した家族と一緒に 
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＊パラワン州北部に届いた日比友好の救急船＊ 

 

今回の救急船が可能となったのは、日本のボートレースチャリティ基金のおかげで

す。２００２年に作られた同基金は、モーターボート選手からのご寄付や、選手の私

物をオークションにかけた入札金をもとに、これまでフィリピンをはじめ、世界各国

のハンセン病の問題に役立てられています。 

                                            

  進水式の様子 

 

２０１６年８月、救急船が配備されるクリオン総合病院にて、進水式が行われまし

た。救急船は多くの注目を浴び、式典には、ボートレースチャリティ基金の委員であ

るモーターボート選手会、日本レジャーチャンネル、日本財団、笹川記念保健協力財

団の他、ミマロパ地域保健局長、救急船の管轄する４市の市長や市会議員、クリオン

総合病院職員、ハンセン病回復者など多数が集まりました。メディアも多数駆けつけ

、テレビ、新聞でも大々的に報じられました。日比友好の救急船が、パラワン州北部

の健康を守ることを、そして同様の救急船がフィリピンの他の地域でも広がってゆ

くことを期待します。         

また、地元のカニマンゴ小中高学校も訪問しましたが、大勢の子供たちの熱い歓迎

を受けました。 

   

   カニマンゴ小中高学校訪問            学校の子どもたちと一緒に 
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<2002 年度～2015 年度 チャリティオークション他口 支出報告> 

2001 年～2016 年 8月末までに、総額 103,639,649 円 のご寄付を頂きました。 

2016 年 3月末時点での支出額（91, 975,881 円）と支出予定/検討額（￥3,023,725）の合計は、 

94,999,606 円で、支出予定額を除いた残額は 8,640,043 円となります。 

 

＜支出状況＞ 

承認委員会と承認額 実施年度 支出額 支出予定 

第 1回委員会（1000 万円） 2002～03 年（完了） ¥10,000,000 - 

第 2 回委員会（1600 万円） 2004～10 年（完了） ¥14,688,352 - 

第 3 回委員会（1000 万円） 2006～10 年（完了） ¥8,829,808 - 

第 4 回委員会（1600 万円） 2008～13 年（完了） ¥14,288,688 - 

第 5 回委員会（1400 万円） 2010～13 年（完了） ¥12,436,871 - 

第 6 回委員会（3000 万円） 2012～15 年（完了） ¥27,002,616  

第 7 回委員会（850 万円） 2015～16 年（継続） ¥4,729,546 ￥3,023,725 

合計  ¥91,975,881 ￥3,023,725 

 

 

 

 

                                             


